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諸休暇の規定変更についてのお知らせ

妊娠休暇：　　多胎妊娠時の妊娠休暇期間延長について

平成１４年（２００２年）８月２２日付けで、基本労務契約及び諸機関労務協約が変更され、多胎妊娠時の産前妊娠休暇期間が１０週間から１４週間に延長されました。これにより､多胎妊娠の場合、出産予定日の９７日前から妊娠休暇が取得できることになります。尚､この規定は船員契約には、該当者が無いため、付与されておりません。

傷病休暇：　　柔道整復師による診断書について


平成１４年（２００２年）７月１日にＭＬＣ・ＭＣ・ＩＨＡの規定変更が調印され、今後それぞれの契･協約従業員は､下記の五症状に対し、医師からのものに加え、柔道整復師からの診断書でも受理される事になりました。

①骨折


②脱臼


③打撲


④捻挫


⑤挫傷

注①：

国家資格により、柔道整復師が診断できるのは上記五症状に限られております。柔道整復師は、腰痛などを含む、他の症状に対して診断書を発行する事は出来ません。

注②：

柔道整復師発行の診断書は、下記の項目が明記されていなければなりません。


①柔道整復師の氏名


②有資格者である事を確認する為に、『柔道整復師』の職名


③（医院等の）住所


④（医院等の）電話番号

